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52    154     88
55    178     92
56    164     94
57       178         102
53    150     98
56       172        106
56    168     96
54       148        102
58    180      98
51    186     96
52       192        112
50       200        118
57    130      80
54       170        100
































 52   8   0   0
（6F4．O，F5．1，F4．O）
 1  0PTHALN0．
 2  EC G
 3  DIAGNOS工S
 4  AG E
 5  SYS． PRESS
 6  DIA． PRESS
 7  AORTエC W＾VE
 8  CHOLESTEROL
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NO．  1≡XPLANATORY    NUNBER OF CATEGORIES          DIFFERENCE
 VAR工＾1∋LE      Ol＝ EXP． V＾R．
1   AORT工C ωAVl…             2
2   CHOLESTEROL             2
3   SYS． PRESS               2
4DIA．PRESS25  AG E                 26  E C G                  2
7   0PTHALM0．              2
＾ 工 C    OF A工C     はE工GHT
－7，92      0．0    1．00000
－6，84       1，08    0．58252
－5，13       2，80    0．24713
－3，87       4，05    0．13182
－O．78       7，14    0．02814
2．45      10，37    0．00559



























T＾BLES ω工TH AN OPTIN＾L CATEGORIZATION I
〈31＞
     （DIAGNOS工S       1    2
（AORTIC ωAVE
     30，3  12，1






30．3 100．O （  33）
5．3 100．O （  19）
TOTAL    26，9  28，8  23，1  21．2 100，0    52）
〈NOTE〉
   ＾0RTIC W＾VE             CL＾SS INTERVAL
     l             O．63000D＋01 －  O．84500D＋01
     2             0．84500D＋01 －  O．10200D＋02
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋・1一十十十十十十十十十十十中十十十十十十十十十十十十十十十十千十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
〈32〉
    （D工＾GNOSIS      1    2    3
（CHOLESTEROL         ）
30，4  39，1
24，1  20．7
30．4   0．0 100．O （  23）
17，2  37．9 100．O （  29）
TOT＾L 26，9  28．823，1  21．2 100．O （  52）
くNOTE＞
   CHOLESTEROL             CLASS INTERVAL
     l             O．14600D＋03 －  O．19250D＋03




 52   8   1   0
（6I＝4．O，F5．1，F4．0）
 1  0PTI－lALM0．
 2  ECG
 3  DI＾GNOSIS
 2  1  1  2  0  0  0
   0   0   0
    2    0 0 0
    2    0  0  0















0       1．
0       1．
0       1．
0      0，1












 52   8   1   1
（6F4．O，F5．1，F4．O）
 1  0PTHALNO．
 2  E C G
 3  DI＾GNOSIS 211200004  AG E
 1
   51．5     100．0
 5  SYS． PRESS
 6DIA．PRESS 7  AORTIC NAVE
 8  Cト10LESTEROL
 O   0
1    2      0       0．
1    2      0      0．
1    2      0       0．OOOOOOOOOOOO          1      1．
O O O 0    0      1．
O  O  O  O    0       1．
OOOO  O  O．10  0  0  0    0      1．
                 表7、
十一一’一■’一．■一一■一一一一’一一一’i一■’一一■．一一一一一一■一一一一一’．一■十
I SUNN＾RY OF SU8SETS OF EXPL＾NATORY VAR工ABLES I
＋’一一■‘一一■‘i－i一一■一一i一’一一■一一一■．一一■’一i一一．一一■‘一一一一十
RESPONSE V＾RIA8LE  ： D工＾GNOS二［S
            NuM8ER OF
 EXPLANATORY       C＾TEGORIES






 DIA， PRESS4 CHOLESTEROL
 OPTHALM0．
5 ＾0RTIC ωAVE6 CHOLESTEROL
 AORTIC WAVE
7 SYS． PRESS
8  一 一 一
9 CHOLESTEROL
 DIA． PRESSlOCHOLESTEFOL
 A G E
     DIFFERENCE
＾ 工 C     OF A工C       はI≡IGI－lT
一＝ミ；．40       0．0      1．OOOOO
－3，07       0，32     0．85019
－O．67       2，73     0．25584
－O．53        2，87     0．23794
－O．49       2，91     0．23355
－0，45       2，95     0．22924
－O．36        3，04     0．21880
0．0       3，40    0．18300
0，75       4，15    0．12550























3   0   3
3   0   3
6   0   6
1   4   5






100．0   0．0 100．0
100．O   O．0 100．0
100．O   O．0 100，0
20，0  80．0 100．O
76，5  23．5 100．O
A I C ＝     一3．07
〈 N O T E 〉
X（1）：DIAGNOSIS
X（2）：SYS．P R E S S
X（3）：CI－10LESTI≡ROL
   1


















 1列目  サンプル・サイズ
 2列目  変数の総数
 3列目  目的変数の総数
 4列目  リコードする変数の総数
 5列目  出力したい2次元クロス表の数 （一1は全表，0は10とみたされる）
カテゴリカルデータのモデル分析 217
 6列目  一部の変数だけを説明変数の候補とするときは1，他は0
 7列目  6列目が！のときの変数の数 （6列目が0たら0）
 8列目  2次元クロス表の比較だけが必要なら1，多次元分析も必要なら0
 9列目  たとえば，「性」という変数の「男」という属性をもつデータは除外して分析する
      場合のように，特定の属性をもつデータを除外して分析する場合の除外する変数
      の総数
 ユO列目  特に指定した変数組によるクロス表が必要な場合の変数の組敷
＜3行目〉処理対象データのリード・フォーマット（必ずIフォーマット・コードで指定．1行









































    覧．
く々．2＞卓説明変数順位表 変数番号々の変数を目的変数としたときの結果で，AICに関する
    昇順に，順位，説明変数のタイトル（20字以下），説明変数のカテゴリ数，AIC，各モ
    デルとMAICEとのAICの差，MAICEモデルを1としたときの各モデルの（尤度に
    関する）ウェイト等を表示する．ここで，モデルブのウェイト〃（ブ）は，MAICEモテ
    ルのAICをAIC（1），モデルノのAICをAIC（ノ）とするとき，
            〃（ノ）＝exp｛一1／2・（AIC（ノ）一AIC（1））｝
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である．たお，ウェイト〃（ノ）のグラフも，その値が0．01以上のモデルに限って，付記される．
＜后．3＞順位別2次元クロス表 上の＜々．2＞に対応するクロス表で，実数，パーセンテージで表
    示．たお，＜尾．3m〉は変数番号后を目的変数としたときの第m位の2次元クロス表を
    表わす．
＜尾．4＞パーセンテージのグラフ 目的変数のカテゴリごとに，上の＜后．3〉のパーセンテージを，
    ＜后．2〉の説明変数の順に，図示．たお，＜尾．4m〉は変数番号后を目的変数としたときの
    第m位の説明変数に関するグラフを表わす．
＜％．5＞2次元クロス表のAICの総括表全ての目的変数と説明変数とで作られ得る2次元ク
    ロス表に対するAICの値を総括．目的変数ごとに，AICの値の平均と分散を付記．
＜％．6＞2次元クロス表に対するAICの総括表の図化上の＜％．5〉の5段階図示．
〈冶．7＞次数別サブセット順位表 このプログラムでチェックされた説明変数のサブセットを
    その次数ごとに整理し，サブセットを構成する説明変数のタイトル，サブセットの総力
    テゴリ数，AICの値，そのMAICEとの差，各モデルのウェイト等を出力．なお，各次
    数とも上位100位のサブセットまで表示可能．
＜々．8〉サブセット総合順位表 説明変数のサブセットの総合順位．
＜々．9〉最適たサブセットによるクロス表 上の出力＜々．8＞の第1位に対応する多次元クロス表
    で，説明変数の最適たサブセットをもつクロス表を実数とパーセンテージで表示．
＜々．10〉指定変数のみによるクロス表 特に指定された変数だけで作られるクロス表，その




















   対象データ名を聞いてくるから，適当に応答すると，・CATDAP－01の実行に移る．
③ディスプレイ上のデータ記述ファイル内の指定を訂正する場合は，“Y’’とキー・イソし
   て，適当に編集，セーブして，いったんジョブを終了させた後，再び“CATDAP01’’と














 1列目  サンプル・サイズ
 2列目  変数の総数
 3列目  リコードする変数の総数
 4列目一 （特定の変数の）特定の属性をもつデータを除外して分析する場合の除外する変数
      の数
 5列目  処理対象データが整数タイプたら0，他は1
 6列目  2次元クロス表の比較だけが必要なら1，多次元分析も必要なら0
 7列目  出力〈2〉の上位の変数だけを最適多次元クロス表探索の候補とする場合，候補の
      数に1を加えた数
 8列目  特に指定した変数組によるクロス表が必要な場合の変数の組敷
＜3行目＞処理対象データのリード・フォーマット
     （上記2行5列目が1なら必ずFフォーマット・コードで指定．（Iフォーマット・
     コードとFフォ二マット・コードの混在は不可．）また，指定は2行（1行は72桁）．）
＜4行目以降〉 この指定のみ固定フォーマット（カッコ内の桁数）で指定する．
 1列目  （1～3桁）変数の一連番号
 2列目  （6～25桁）変数のタイトル
 3列目  （26～28桁）変数の（リコード後の）コードの最小値．実数ならOと指定
 4列目  （29～31桁）変数の（リコード後の）コードの最大値．実数ならOと指定
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       等間隔のプーリソグが必要なら1，プーリソグ不要なら2．たお，マ
       イナス値ならその変数そのものが無視される
 （35～37桁） その変数を目的変数とみたせば1，他はO
 （38～40桁） リコードするたら1，不要なら0．（1たら，原コードの1から19ま
       で（必ず19まで指定）に対応する新コードをこの順に次行に指定）
 （41～43桁）その変数が一部のデータの無視に関与すれば1，他はO．（この指定
       が1で，次の9列目の指定が0．0てたい場合に限り，次行に無視する
       区間数を，そのまた次の行に各区間の左端と右端を対で指定する．こ
       の指定が1でも，上の場合以外は，次行に無視するコード数を（同
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00400 阯RITENR D＾T＾ DESCRIPTIVE FILE00500 WRITE 8DSN1
00600 “RITENR M＾IN D＾T＾ ＝
00700 阯RITE 8DSN2


























      TO EDIT D＾T＾ DESCRIPTIVE FILE
RE＾D 8Y
IF 8Yr＝N 88 ＆Yr＝Y THEN GOTO ＾
IF 8Y≡Y TトIEN GOT0 8





2 0 SET 8STR（DSN1）＝8DSN1
3 0 SET 8STR（DSN2）＝8DSN2ENO S
GOTO ＾
B：E 8DSNlEXIT
＾：＾LLOC DD（FTlOFO01） DS（8DSN2） REU
＾LLOC OD（FT05I＝001） DS（＆DSN1） REu
＾LLOC DD（FT01F001） TE（WORK） SP（1 1）
＾LLOC DD（FT04I＝001） DS（aOuTPuT．D＾T＾）
＾LLOC DD（FT06F001） DuMMY REU
C＾LL C＾TD＾PTS（C＾TD＾P2）
＾LLOC DD（FT05F001） DS（‡） REu









































PROC 2 N∪M（） NL（）
／オ‡‡｛‡‡‡＊‡‡‡‡｝‡｝‡＃｝‡‡‡｝‡‡‡‡オ‡／
／‡      M＾CRO．CLIST：LD     ‡／
／‡｝‡‡｝｝‡‡＾‡ホ‡｝‡‡‡‡‡ヰヰ‡‡‡ホ‡‡‡‡／
SET ＆NuLL＝
IF 8NL＝＆NuLL TトlEN SET gNL＝8SCROLL
ELSE SCROLL 8NL
／                 ｝／
IF 8NuM＝8NuLL T一一1EN
 DO





  L 8NuM
  V OFF
  D
  V ON
  L ‡ ＆NL
 END
SCROLL
00010 PROC l SCRL（20）
00020 ／｝ホ‡‡｝‡‡‡‡ま‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡‡ホ‡“‡／
00030 ／‡    M＾CRO．CLIST：SCROLL    業／
00040 ノ‡‡“‡‡ホ‡‡ホ｝ホホ‡‡‡‡＾‡ホホ‡‡“‡‡｝＾‡／
00050 X SETCS ＆8SCROLL V＾LuE（8SCRL）
